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(57)【要約】
【課題】電源オフシーケンスにおいて残像が表示されな
いようにする簡単な構成のソースドライバ及びこれを備
える液晶表示装置を提供する。
【解決手段】液晶表示装置のソースドライバにおいて、
入力画像信号を処理するロジック処理部への内部ロジッ
ク電源の供給が絶たれたことを検知したときに所定電圧
の代替信号を生成し、ＬＣＤ駆動信号に代えて当該代替
信号を液晶パネルに供給する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部ロジック電源の供給を受けて入力画像信号からデジタル階調信号を生成するロジッ
ク処理部と、ＬＣＤ駆動電源の供給を受けて前記デジタル階調信号をＬＣＤ駆動信号に変
換してこれを液晶パネルに供給するパネル駆動部と、を含むソースドライバであって、
　前記パネル駆動部は、
　前記ロジック処理部への前記内部ロジック電源の供給が絶たれたことを検知して検知信
号を生成する検知部と、
　当該検知信号に応じて所定電圧の代替信号を生成しこれを前記ＬＣＤ駆動信号に代えて
前記液晶パネルに供給する代替信号供給部と、を含むことを特徴とするソースドライバ。
【請求項２】
　前記検知部は、
　一端が前記ＬＣＤ駆動電源に接続され且つ他端が出力端子に接続された抵抗と、
　ドレインが前記抵抗の前記他端に接続され、ソースが接地電位に接続され且つゲートに
前記内部ロジック電源が入力される電界効果トランジスタと、からなり、
　前記出力端子に生じる信号を前記検知信号とすることを特徴とする請求項１に記載のソ
ースドライバ。
【請求項３】
　前記内部ロジック電源は、ローパスフィルタを介して前記ゲートに入力されることを特
徴とする請求項２に記載のソースドライバ。
【請求項４】
　前記出力端子と接地電位との間を接続するコンデンサを更に含むことを特徴とする請求
項２に記載のソースドライバ。
【請求項５】
　前記検知信号は、前記出力端子に生じる信号をバッファリングして得られた信号である
ことを特徴とする請求項２に記載のソースドライバ。
【請求項６】
　前記代替信号供給部は、
　複数の出力端子と、
　ドレインが前記出力端子のうちの対応する１つに接続され、ソースが前記所定電位に接
続され、且つ、ゲートに前記検知信号が入力される複数の電界効果トランジスタと、から
なり、
　前記検知信号に応じて前記電界効果トランジスタがオンしたときに前記出力端子に生じ
る信号を前記代替信号とすることを特徴とする請求項１に記載のソースドライバ。
【請求項７】
　前記所定電位は、前記ＬＣＤ駆動電源の電位、接地電位、前記ＬＣＤ駆動電源の電位と
前記接地電位との間に存在する１つの定電位、及び前記複数の出力端子の各々の電位の平
均電位、のうちのいずれか１つであることを特徴とする請求項６に記載のソースドライバ
。
【請求項８】
　液晶パネルと、前記液晶パネルにＬＣＤ駆動信号を供給すべきタイミングを含む駆動指
令を生成するタイミングコントローラと、内部ロジック電源及びＬＣＤ駆動電源を生成す
る電源部と、前記内部ロジック電源及びＬＣＤ駆動電源の供給を受けて前記駆動指令に応
じて前記液晶パネルに前記ＬＣＤ駆動信号を各々が供給するゲートドライバ及びソースド
ライバと、を含む液晶表示装置であって、
　前記ソースドライバは、
　前記内部ロジック電源の供給を受けて入力画像信号からデジタル階調信号を生成するロ
ジック処理部と、
　前記ＬＣＤ駆動電源の供給を受けて前記デジタル階調信号をＬＣＤ駆動信号に変換して
これを前記液晶パネルに供給するパネル駆動部と、を含み、
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　前記パネル駆動部は、
　前記ロジック処理部への前記内部ロジック電源の供給が絶たれたことを検知して検知信
号を生成する検知部と、
　当該検知信号に応じて所定電圧の代替信号を生成しこれを前記ＬＣＤ駆動信号に代えて
前記液晶パネルに供給する代替信号供給部と、を含むことを特徴とする液晶表示装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶パネルを駆動するためのソースドライバ及びこれを搭載した液晶表示装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、液晶表示装置のパワーオフ時において残像や表示ムラ等の意図しない画像・
映像が液晶パネルに表示されることを防止する工夫がなされている。例えば、特許文献１
には、液晶パネル駆動電源であるＶＤＤ２の電圧が低下したことを検知したときに、出力
信号が出力パッドを介して液晶パネルに伝達されることを遮断すると共に、当該出力パッ
ドからＧＮＤへの放電経路を提供することによって、意図しない画像・映像の表示を防止
する技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－１７０３４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に開示されている技術においては、液晶パネル駆動用の電源
であるＶＤＤ２の電圧が低下したことを検知する構成となっており、以下のような問題が
ある。すなわち、特許文献１の図１２Ａに示されるように、ＶＤＤ２の電圧低下を検知す
る回路を構成するために多数のＶＤＤ２用のトランジスタが必要となり、回路面積が増大
してしまうという問題がある。更に、ＶＤＤ２よりもロジック電源の方が先にオフした場
合には、内部ロジック回路による駆動制御が停止した結果、残像が液晶パネルに表示され
る期間が長くなってしまうという問題もある。
【０００５】
　本発明は上記した如き問題点に鑑みてなされたものであって、電源オフシーケンスにお
いて残像が表示されないようにする簡単な構成のソースドライバ及びこれを備える液晶表
示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明によるソースドライバは、内部ロジック電源の供給を受けて入力画像信号からデ
ジタル階調信号を生成するロジック処理部と、ＬＣＤ駆動電源の供給を受けて前記デジタ
ル階調信号をＬＣＤ駆動信号に変換してこれを液晶パネルに供給するパネル駆動部と、を
含むソースドライバであって、前記パネル駆動部は、前記ロジック処理部への前記内部ロ
ジック電源の供給が絶たれたことを検知して検知信号を生成する検知部と、当該検知信号
に応じて所定電圧の代替信号を生成しこれを前記ＬＣＤ駆動信号に代えて前記液晶パネル
に供給する代替信号供給部と、を含むことを特徴とする。
【０００７】
　本発明による液晶表示装置は、液晶パネルと、前記液晶パネルにＬＣＤ駆動信号を供給
すべきタイミングを含む駆動指令を生成するタイミングコントローラと、内部ロジック電
源及びＬＣＤ駆動電源を生成する電源部と、前記内部ロジック電源及びＬＣＤ駆動電源の
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供給を受けて前記駆動指令に応じて前記液晶パネルに前記ＬＣＤ駆動信号を各々が供給す
るゲートドライバ及びソースドライバと、を含む液晶表示装置であって、前記ソースドラ
イバは、前記内部ロジック電源の供給を受けて入力画像信号からデジタル階調信号を生成
するロジック処理部と、前記ＬＣＤ駆動電源の供給を受けて前記デジタル階調信号をＬＣ
Ｄ駆動信号に変換してこれを前記液晶パネルに供給するパネル駆動部と、を含み、前記パ
ネル駆動部は、前記ロジック処理部への前記内部ロジック電源の供給が絶たれたことを検
知して検知信号を生成する検知部と、当該検知信号に応じて所定電圧の代替信号を生成し
これを前記ＬＣＤ駆動信号に代えて前記液晶パネルに供給する代替信号供給部と、を含む
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によるソースドライバ及び液晶表示装置によれば、簡単な構成により電源オフシ
ーケンスにおいて残像が表示されないようにすることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の液晶表示装置の構成を示すブロック図である。
【図２】図１のソースドライバの構成を示すブロック図である。
【図３】図２のパワーオフ検知部の構成を示す回路図である。
【図４】図２の代替信号供給部の構成を示す回路図である。
【図５】（ａ）は、ソースドライバに供給される電源電圧及びパワーオフ検知信号の変化
タイミングを示すタイムチャートである。（ｂ）は、図１のタイミングコントローラから
ソースドライバへの画像信号供給タイミングを示すタイムチャートである。（ｃ）は、図
１のバックライトのオンオフタイミングを示すタイムチャートである。
【図６】別のパワーオフ検知部の構成を示す回路図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明に係る実施例について添付の図面を参照しつつ詳細に説明する。
【００１１】
　＜第１の実施例＞
　図１には、本発明の液晶表示装置１の構成が示されている。
【００１２】
　液晶パネル２は、画像・映像を表示するディスプレイである。
【００１３】
　バックライトユニット３は、表示のために液晶パネル２をその背後から照明する。
【００１４】
　ゲートドライバ４は、タイミングコントローラ６からの指令に応じて液晶パネル２の複
数のゲートライン（図示せず）を順次活性化させるＬＣＤ駆動信号を液晶パネル２に供給
する。
【００１５】
　ソースドライバ５は、タイミングコントローラ６からの画像信号の供給を受けて、階調
制御のためのＬＣＤ駆動信号を複数のソースライン（図示せず）を介して液晶パネル２に
供給する。
【００１６】
　タイミングコントローラ６は、ゲートドライバ４及びソースドライバ５に対して適当な
タイミングでＬＣＤ駆動信号の出力指令を発して液晶パネル２における画像・映像の表示
タイミングを制御する。また、タイミングコントローラ６は、液晶パネル２に表示すべき
画像・映像を示す画像信号をソースドライバ５に供給する。
【００１７】
　電源部７は、液晶表示装置１内の各部に電源供給する。ソースドライバ５に対しては、
内部ロジック動作用の電源（以下、ロジック電源と称する）、及び、液晶パネル駆動用の
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電源（以下、ＬＣＤ駆動電源と称する）が供給される。ＬＣＤ駆動電源の電圧ＶＤＤＨは
ロジック電源の電圧ＶＤＤよりも高い。
【００１８】
　図２には、ソースドライバ５の構成が示されている。ソースドライバ５は、ロジック電
源の供給を受けて動作するロジック処理部１０と、ＬＣＤ駆動電源の供給を受けて動作す
るパネル駆動部２０とに大別される。
【００１９】
　ロジック処理部１０は、インターフェース１１と、ロジック処理部１２と、を含む。
【００２０】
　インターフェース１１は、タイミングコントローラ６（図１）からの画像信号を受信し
、電圧変換等の処理を施してロジック処理部１２に中継する。
【００２１】
　ロジック処理部１２は、インターフェース１１から中継された画像信号に基づいて画像
の階調に対応する論理値を含むデジタル階調信号を生成してデジタルアナログ変換部２１
に供給する。
【００２２】
　パネル駆動部２０は、デジタルアナログ変換部２１と、アナログ出力部２２と、代替信
号供給部２３と、パワーオフ検知部２４と、を含む。
【００２３】
　デジタルアナログ変換部２１は、ロジック処理部１２から供給されるデジタル階調信号
をアナログ階調信号に変換してアナログ出力部２２に供給する。
【００２４】
　アナログ出力部２２は、デジタルアナログ変換部２１から供給されるアナログ階調信号
を増幅して得られるＬＣＤ駆動信号を、代替信号供給部２３を介して液晶パネル２（図１
）に供給する。
【００２５】
　代替信号供給部２３は、パワーオフ検知部２４からパワーオフ検知信号を供給されてい
ないときにはアナログ出力部２２からのＬＣＤ駆動信号をそのまま液晶パネル２に供給す
る。一方、代替信号供給部２３は、パワーオフ検知部２４から供給されるパワーオフ検知
信号に応じて所定電位の代替信号を生成し、これをＬＣＤ駆動信号に代えて液晶パネル２
（図１）に供給する。代替信号供給部２３の構成例については後述する（図４）。
【００２６】
　パワーオフ検知部２４は、電源部７からソースドライバ５へのロジック電源の供給が絶
たれたこと、すなわち、ロジック電源がオフ状態となったことを検知したときにパワーオ
フ信号を生成してこれを代替信号供給部２３に供給する。
【００２７】
　以下、図３を参照しつつ、パワーオフ検知部２４の構成について説明する。
【００２８】
　パワーオフ検知部２４は、抵抗Ｒ１と電界効果トランジスタであるＮＭＯＳトランジス
タＭ１とからなる。抵抗Ｒ１の一端はＬＣＤ駆動電源に接続されており、他端はＮＭＯＳ
トランジスタＭ１のドレインに接続されている。ＮＭＯＳトランジスタＭ１のドレインは
パワーオフ検知信号の出力端子Ｎ１に接続され、ソース及びサブ（基板）は接地電位であ
るＧＮＤに接続され、ゲートはロジック電源と接続されている。抵抗Ｒ１の抵抗値は、Ｎ
ＭＯＳトランジスタＭ１のオン抵抗値よりも十分に大きい値である。
【００２９】
　以下、図４を参照しつつ、代替信号供給部２３の構成の一例について説明する。ソース
ドライバ５（図１）の出力端子Ｓ１～Ｓｎ（ｎは２以上の整数）は液晶パネル２に接続さ
れている。ＬＣＤ駆動信号は出力端子Ｓ１～Ｓｎから液晶パネル２に供給され得る。出力
端子Ｓ１～Ｓｎの各々と１／２（ＶＤＤＨ－ＧＮＤ）との間には、スイッチング素子であ
るＮＭＯＳトランジスタＭ２－１～Ｍ２－ｎが接続されている。詳細には、ＮＭＯＳトラ
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ンジスタＭ２－１のドレインは出力端子Ｓ１に接続され、ソースとサブ（基板）はＧＮＤ
に接続され、ゲートにはパワーオフ検知部２４（図３）からのパワーオフ信号が入力され
る。ＮＭＯＳトランジスタＭ２－２～Ｍ２－ｎの各々も同様に接続されている。パワーオ
フ信号は分配部２５によってＮＭＯＳトランジスタＭ２－１～Ｍ２－ｎの各々のゲートに
分配供給される。アナログ出力信号とＬＣＤ駆動信号との間にはスイッチ素子であるＳＷ
１～ＳＷｎが接続されている。
【００３０】
　以下、図１～図５を参照しつつ、液晶表示装置１のパワーオンオフ時の動作について説
明する。
【００３１】
　オンシーケンスにおいては、図５（ａ）に示されるように、先ず、ロジック電圧がＧＮ
ＤからＶＤＤに変化する。ＮＭＯＳトランジスタＭ１のゲートにはＶＤＤが入力されるの
で、ＮＭＯＳトランジスタＭ１はオン状態となる。このときのパワーオフ検知信号の電圧
レベルは、ＶＤＤ－ＧＮＤ間電圧が抵抗Ｒ１とＮＭＯＳトランジスタＭ１とによって分圧
された値となる。抵抗Ｒ１の抵抗値はＮＭＯＳトランジスタＭ１のオン抵抗値よりも十分
に高い値に設定されているので、パワーオフ検知信号の電圧レベルはＧＮＤレベルにほぼ
等しい値となる。このとき、ソースドライバ５の代替信号供給部２３を構成するトランジ
スタＭ２－１～Ｍ２－ｎ（図４）の各々のゲートにはＧＮＤレベルにほぼ等しい値が入力
される。トランジスタＭ２－１～Ｍ２－ｎの各々はオフ状態となる。スイッチ素子のＳＷ
１～ＳＷｎはパワーオフ検知信号の電圧レベルがＧＮＤレベルにほぼ等しい値のとき、オ
ン状態となり、アナログ出力信号とＬＣＤ駆動信号はつながる為、アナログ出力部２２か
らのアナログ出力信号はＬＣＤ駆動信号として液晶パネル２にそのまま供給される。
【００３２】
　図５（ａ）に示されるように、ロジック電圧がＶＤＤとなった後、タイミングコントロ
ーラ６からソースドライバ５への画像信号の供給が開始される。その後、図５（ｂ）に示
されるように、ＬＣＤ駆動電圧がＧＮＤからＶＤＤＨに変化する。その後、図５（ｃ）に
示されるように、バックライトユニット３のバックライトがオン状態となる。これ以降、
液晶パネル２には、ソースドライバ５から供給されるＬＣＤ駆動信号に応じた画像・映像
が表示される。
【００３３】
　オフシーケンスにおいては、図５（ａ）に示されるように、先ず、ロジック電圧がＶＤ
ＤからＧＮＤに変化する。ＮＭＯＳトランジスタＭ１のゲートにはＧＮＤ電位が入力され
るので、ＮＭＯＳトランジスタＭ１はオフ状態となる。このときのパワーオフ検知信号の
電圧レベルは、抵抗Ｒ１によってプルアップされてＶＤＤＨとなる。このとき、ソースド
ライバ５の代替信号供給部２３を構成するトランジスタＭ２－１～Ｍ２－ｎ（図４）の各
々のゲートとスイッチ素子ＳＷ１～ＳＷｎにはＶＤＤＨが入力される。トランジスタＭ２
－１～Ｍ２－ｎの各々はオン状態、ＳＷ１～ＳＷｎの各々はオフ状態となり、ＬＣＤ駆動
信号は１／２（ＶＤＤＨ－ＧＮＤ）電位となる。すなわち、液晶パネル２には、アナログ
出力部２２からのアナログ出力信号は供給されず、１／２（ＶＤＤＨ－ＧＮＤ）電位が供
給される。
【００３４】
　図５（ａ）及び図５（ｃ）に示されるように、ロジック電圧がＧＮＤになるのとほぼ同
時にバックライトがオフする。一方、図５（ａ）に示されるように、ロジック電圧がＧＮ
Ｄになってからの一定期間（以下、期間Ｔ１と称する）中においては、ロジック処理部１
２の駆動制御が働かず、ＬＣＤ駆動電圧はＶＤＤＨレベルに維持される。また、図５（ｂ
）に示されるように、期間Ｔ１中においては、タイミングコントローラ６からソースドラ
イバ５に対して画像信号が供給され続ける。このように、期間Ｔ１においてＬＣＤ駆動電
圧がＶＤＤＨレベルであり且つソースドライバ５に対して画像信号が供給されているが、
ロジック電源電圧がＧＮＤ状態であっても、代替信号供給部２３がパワーオフ検知信号に
応じてソースドライバ５の出力電位すなわち液晶パネル２への入力電位を１／２（ＶＤＤ
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Ｈ－ＧＮＤ）電位に固定している。それ故、液晶パネル２は、残像や表示ムラのない黒一
色の画面となる。
【００３５】
　このように、本実施例の液晶表示装置１は、ロジック電圧がオフ状態となったことを検
知するパワーオフ検知部２４を備え、オフ状態となったことを検知したときに液晶パネル
２への入力信号を例えば１／２（ＶＤＤＨ－ＧＮＤ）電位等の一定電位に固定する。かか
る構成により、オフシーケンスにおいてロジック電源がオフになった後の一定期間におい
てＬＣＤ駆動電圧がＶＤＤＨレベルであり且つソースドライバ５に対して画像信号が供給
されている状態であっても、液晶パネル２に残像や表示ムラが生じることを防止すること
ができる。また、本実施例においては、図３に示される簡単な構成のパワーオフ検知部２
４を用いてパワーオフ検知を行なう。それ故、装置を大型化させること無く且つ低コスト
でパワーオフ検知を行なうことができるという効果を奏する。
【００３６】
　なお、上記の実施例は、ソースドライバ５の出力電位を１／２（ＶＤＤＨ－ＧＮＤ）電
位に固定した場合の例であるが、これに限られない。例えば、ソースドライバ５の出力端
子Ｓ１～Ｓｎ同士を短絡させて、これらの端子の各々の電位の平均電位にソースドライバ
５の出力電位を固定して液晶パネル２が単色の画面となるようにしても良い。また、上記
の実施例は、トランジスタＭ２－１～Ｍ２－ｎを用いて出力端子Ｓ１～Ｓｎの電位を固定
した例であるが、これ以外の方法を用いて電位を固定しても良い。
【００３７】
　＜第２の実施例＞
　本実施例においては、パワーオフ検知部２４の構成が第１の実施例と異なる。その他の
構成は第１の実施例と同様である。
【００３８】
　図６には、本実施例のパワーオフ検知部２４の構成が示されている。抵抗Ｒ１とＮＭＯ
ＳトランジスタＭ１とからなる。抵抗Ｒ１の一端はＶＤＤＨに接続されており、他端はＮ
ＭＯＳトランジスタＭ１のドレインに接続されている。ＮＭＯＳトランジスタＭ１のドレ
インはバッファＢ１の入力に接続され、ソース及びサブ（基板）はＧＮＤに接続され、ゲ
ートは抵抗Ｒ２を介してＶＤＤ電源と接続されている。また、ＮＭＯＳトランジスタＭ１
のゲートとＧＮＤとの間にはコンデンサＣ１が接続されている。抵抗Ｒ２とコンデンサＣ
１はローパスフィルタ２６を構成している。バッファＢ１は、パワーオフ検知信号の波形
成形のために設けられている。バッファＢ１の入力とＧＮＤとの間にはノイズ除去のため
のコンデンサＣ２が接続されている。バッファＢ１は、出力端子Ｎ１を介してパワーオフ
検知信号を出力する。抵抗Ｒ１の抵抗値は、ＮＭＯＳトランジスタＭ１のオン抵抗値より
も十分に大きい値である。
【００３９】
　液晶表示装置１のパワーオンオフ時の動作は第１の実施例と同様である。本実施例の液
晶表示装置１によれば、パワーオンオフ時にロジック電源ＶＤＤに生じる高周波ノイズを
ローパスフィルタ２６により除去することによって検知の誤動作を防止することができる
。また、コンデンサＣ２によってＬＣＤ駆動電源ＶＤＤＨに生じるノイズも除去すること
ができる。更に、バッファＢ１によってパワーオフ検知信号の波形を成形して代替信号供
給部２３に供給することができる。それ故、液晶表示装置１のパワーオフ検知動作をより
安定的に行なうことができる。
【符号の説明】
【００４０】
１　液晶表示装置
２　液晶パネル
３　バックライトユニット
４　ゲートドライバ
５　ソースドライバ
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６　タイミングコントローラ
７　電源部
１０　ロジック処理部
１１　インターフェース
１２　ロジック処理部
２０　パネル駆動部（供給部）
２１　デジタルアナログ変換部
２２　アナログ出力部
２３　代替信号供給部
２４　パワーオフ検知部
２５　分配部
２６　ローパスフィルタ

【図１】 【図２】
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